小論文の基礎の基礎
Ⅰ　原稿用紙の使い方

1 段落の書き始めは、１マスあける。

2 １段落は、１５０字～２５０字程度。

3 記号は、句読点（、。）とカギカッコ（「　」）を使う。

4 クエスチョンマーク（？）や感嘆符（！）、「……」や「－」の使用は避ける。

5 数字は縦書きなら漢数字、横書きなら算用数字を使う。

6 アルファベットは原則的にカタカナ表記にする。

7 カギカッコは、「　」は引用や会話で使い、『　』は、本のタイトルや、「　」と重なる場所で使う。
II　表現上の注意点

1 薄くて、小さくて、乱暴な字を書いてはいけない。つまり、濃く、大きく、丁寧な字で書く。

2 誤字・脱字は、確実に減点される。

3 会話体を使ってはならない。

4 「です・ます体」ではなく、「だ・である体」で書く。

5 体言止め、倒置法は使わない。

6 呼応関係を適切に表現する。「たぶん～だろう」「決して～ない」「全然～ない」「なぜなら～からである」

III　小論文NG集

1 「私もそう思う」（自分の意見がなくなってしまうから）

2 「～かもしれない」（意見としてあいまいだから）

3 「真剣に考えるべきである」（問題解決につながらないから）

4 「努力すべきである」（単なる言葉だけだから）

5 「みたいな・すごく・なんか」（会話体だから）

6 「結局、人それぞれ」（議論が成立しなくなるから）
